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独立行政法人国立大学財務・経営センターの概要

１ 目 的

「国立大学法人等の施設の整備等に必要な資金の貸付及び交付 「国立大学法人等の」、

財務及び経営に関する調査研究など」の業務を行うことにより 「国立大学法人等の教、

育研究環境の整備充実」並びに「財務及び経営の改善」を図り、もって「国立大学法人

等における教育研究の振興」に資することを目的とする。

２ 沿 革

【平成４年７月 国立学校財務センター設置】

国立大学の資産活用による自己収入の増加とその適切な運用の必要性に係る財政制度

審議会、臨時教育審議会等の指摘を踏まえ、平成４年「国立学校財務センター」設置。

【平成16年４月 独立行政法人国立大学財務・経営センター設立】

① 国立大学法人制度の創設及び国立学校特別会計の廃止に伴い、国立大学の使命、

教育研究の特性に照らし、同特別会計が従来有していた機能を承継。

② 併せて、国立大学法人等の財務・経営の改善を図るために必要な調査研究などの

支援を実施。

３ 主な業務

国立大学法人等の施設の整備等に 国立大学法人等の財務及び経営に

必要な資金の貸付及び交付 関する調査研究など

【教育研究環境の整備充実】 【財務及び経営の改善】

○施設費貸付事業 ○国立大学の財務・経営に関する調査研究

○施設費交付事業 ○財務・経営に関する協力・助言（経営相談）

○国立学校特別会計承継債務の償還 など ○キャンパス・イノベーションセンターの

管理運営 など



- 2 -

キャンパス・イノベーションセンター

ア．制度・業務の現状

① 業務の目的・概要

（ ） 、「 」 、キャンパス・イノベーションセンター ＣＩＣ は 知の集積拠点 として

国公私立大学等のサテライト・キャンパス、リエゾンオフィスとしての機能や、

学術の情報・交流の場となる会議・講演会等を開催するための施設として、設置

されたものであり、平成１６年４月に国立大学財務・経営センターに出資され、

財務・経営センターにおいて専有利用室及び一時利用室の供用を開始した。

ＣＩＣにおいては、知の集積拠点にふさわしい活動が展開できるよう利用大学

等がそれぞれの特色や個性を生かしつつ、相互に刺激を与え合い、また連携を深

める場としての「情報交換スペース 「情報発信コーナー 、産学連携等での企」、 」

業関係者との交流ができるオープンスペース「リエゾンコーナー」を設けるなど

環境を整えているところである。

※ キャンパス・イノベーションセンター

○東京地区（田 町 ： 東京都港区芝浦３－３－６（１～６階部分））

） （ ）○大阪地区（中之島 ： 大阪府北区中之島４－３－５３ ３～６階部分

また、ＣＩＣについては、建物は、複合施設の一部を区分所有している。ＣＩ

Ｃ東京では、東京工業大学との区分所有で、本センターは１階から６階（７階か

ら９階は東工大）部分を専有し、１階の一部及び屋上部分を共有している。

ＣＩＣ大阪では、大阪大学との区分所有で、３階から６階（１、２階及び７階

から１０階は阪大）部分を専有し、１階部分を共有している。

土地については、ＣＩＣ東京は東京工業大学の、ＣＩＣ大阪は大阪大学の所有

となっており、国立大学財務・経営センターは無償貸与を受けている。

機　関　名 面積（㎡） 持分比率（％）

国立大学財務・経営センター 5,428.60 59.52
東京工業大学 2,768.40 30.35
共有 923.78 10.13

計 9,120.78 100.00

機　関　名 面積（㎡） 持分比率（％）

国立大学財務・経営センター 2,904.00 36.33
大阪大学 2,869.00 35.89
共有 2,220.45 27.78

計 7,993.45 100.00

キャンパス・イノベーションセンター（東京）

キャンパス・イノベーションセンター（大阪）

ＣＩＣ東京

専有利用室 ３８室

一時利用室 ５室

国際会議室 １室

多目的室 ４室

ＣＩＣ大阪

専有利用室 １９室

一時利用室 ４室

（多目的スペース４室）
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② 組織体系

ＣＩＣの管理運営業務に当たっては、経営支援課企画係の係員１名を配置し、係業

務の経営情報収集・提供、経営支援に関する業務、リユース事業、奨学金事業等の業

務に加え、ＣＩＣに関する建物管理業務（改修などメンテナンス 、入居許可及び予約）

等管理業務、利用料の請求・入金業務、利用促進等の業務を行っている。

なお、ＣＩＣについては、東京地区、大阪地区ともに警備、清掃及び受付等の管理

運営全般の外部委託を実施しているところである。

独立行政法人国立大学財務・経営センター組織図（平成１８年７月１日現在） 

 

 

 

 

 

                                                     

  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 役員定員 職員定員 合 計 

役職員数 ３名（１名） ２６名 ２９名（１名） 

理事長 理 事 総務部長 総務課長 補 佐 総務係長 

会計係長  

資金管理係長 （総務課補佐が兼務）

施設助成課長 補 佐 施設助成係長 

主任助成員 

主任助成員 

 

経営支援課長 補 佐 企画係長  

経営情報係長 

審議役 

研究部長（併任） 教授（２）、助教授（２）

監 事（非常勤） 

総務部２２名（含審議役） 

研究部４名 

総務課７名 

施設助成課６名 

経営支援課７名 

※（ ）は非常勤で外数 

監 事 

係員１ 

係員１ 

係員２ 

係員１ 

研修・調査係長

係員１ 
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③ 業務量に関する指標の実績

（１）ＣＩＣ専有利用室利用状況

キャンパス・イノベーションセンター 専有利用室利用大学等一覧

【東京地区】 【大阪地区】

面積 室番号 利用大学等 利用目的 面積 室番号 利用大学等 利用目的

111 308 北陸先端科学技術大学院大学 (18.5.1～) サテライト 92 607 大阪大学 (16.8.1～) リエゾン
111 310 北陸先端科学技術大学院大学 (16.4.1～) サテライト 83 302 大阪大学 (16.4.1～) サテライト
111 408 立教大学 (16.4.1～) サテライト 83 303 (セミナータイプ)

111 410 国立高等専門学校機構 (16.7.21～) リエゾン 62 608 桃山学院大学 (18.4.1～) サテライト
62 601 大阪大学 (16.4.1～) リエゾン 57 404 帝塚山大学 (18.4.1～) サテライト
62 609 東京農工大学 (16.4.1～) リエゾン 57 405 大阪商業大学 (16.10.1～) サテライト
61 602 奈良先端科学技術大学院大学 (16.4.1～) リエゾン 57 505 高知工科大学 (17.4.1～) サテライト
61 610 山梨大学 (16.4.1～) リエゾン 57 506 桃山学院大学 (18.4.1～) サテライト
49 302 桜美林大学 (16.4.1～) サテライト 50 601 徳島大学 (16.4.1～) リエゾン
49 306 横浜国立大学 (16.4.1～) サテライト 44 401 兵庫教育大学 外３大学 (16.4.1～) サテライト
49 402 常磐大学 (16.11.1～) サテライト 41 402 兵庫教育大学 外３大学 (17.3.1～) サテライト
49 406 東京農工大学 (17.4.1～) サテライト 30 403 帝塚山大学 (18.9.1～) リエゾン
45 301 千葉科学大学 外２大学 (17.5.1～) リエゾン 30 501 奈良女子大学 (16.4.1～) サテライト
45 304 兵庫教育大学 (17.4.1～) リエゾン 30 502 (セミナータイプ)

45 307 吉備国際大学 外２大学 (17.7.1～) リエゾン 30 503 広島大学 (17.12.1～) リエゾン
45 401 常磐大学 (16.11.1～) サテライト 27 504 (リエゾンタイプ)

45 404 国立特殊教育総合研究所 (17.4.1～) リエゾン 20 604 大阪大学 (17.12.1～) リエゾン
45 407 東和大学 (17.4.1～) リエゾン 20 605 桃山学院大学 (18.4.1～) リエゾン

41 303 京都大学 (17.6.1～) リエゾン 20 606 文部科学省産業連携課 (16.4.1～) リエゾン

41 305 北海道大学 (17.9.1～) サテライト
41 403 常磐大学 (16.11.1～) サテライト
41 405 北海道大学 (17.9.1～) リエゾン (利用率：18年9月1日現在)
33 507 広島大学 (16.4.1～) リエゾン 地区 利用状況
33 608 熊本大学 (16.4.1～) リエゾン 東京 38 100.00%
33 614 山口大学 (16.4.1～) リエゾン 大阪 16 84.2%
30 504 九州工業大学 (16.4.1～) リエゾン 計 54 94.7%
30 505 金沢大学 (16.4.1～) リエゾン
30 605 千葉大学 (16.4.1～) リエゾン
30 606 同志社大学 (16.4.1～) リエゾン
30 611 新潟大学 (16.4.1～) リエゾン
30 612 新潟大学 (16.4.1～) リエゾン
29 506 静岡大学 (16.4.1～) リエゾン
29 607 鹿児島大学 (16.11.1～) リエゾン
29 613 佐賀大学 (16.8.1～) リエゾン
20 502 愛媛大学 (16.4.1～) リエゾン
20 503 山形大学 (16.4.1～) リエゾン (大学)

20 603 鳥取大学 (16.10.1～) リエゾン (私) (常磐3室)

20 604 秋田大学 (16.12.1～) リエゾン (国) (新潟2室) (４月より農工1室追加)

平成18年9月1日

/ 38室
/ 19室
/ 57室

利用機関数について
(東京)３２機関
　うち２機関はそれぞれ外2大学と連合利用

(大阪)１０機関
　うち１機関は外３大学と連合利用
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（２）ＣＩＣ稼働状況

（３）ＣＩＣにおける国立大学財務・経営センター共催事業

第１回ＣＩＣフォーラム「大学新時代「知」の産業化 （平成１６年度）及」

び第２回ＣＩＣフォーラム「大学新時代「知」の産業化～躍進する大学発ベン

チャー～ （平成１７年度）をＣＩＣ利用大学等との共催事業として実施。」

（４）ＣＩＣ利用者アンケート

（５）ＣＩＣの収支状況（平成１７年度損益計算書ベース）

ＣＩＣ稼働状況（専有利用室＋一時利用室） 

  総件数 稼働率 

 時間帯 平成１６年度 平成１７年度 平成１６年度 平成１７年度 前年比 
午前 ８，９００ １３，３５０ ５８．０％ ８７．１％ ２９．１％
午後 ８，９８１ １３，５１５ ５８．５％ ８８．１％ ２９．６％
夜 ８，９０９ １３，４３７ ５８．１％ ８７．６％ ２９．５％

東京地区 

計 ２６，７９０ ４０，３０２ ５８．２％ ８７．６％ ２９．４％
 時間帯 平成１６年度 平成１７年度 平成１６年度 平成１７年度 前年比 

午前 ２，７０８ ３，４９５ ３３．０％ ４２．６％ ９．６％

午後 ２，７１７ ３，５１１ ３３．１％ ４２．８％ ９．７％

夜 ２，７０８ ３，４８５ ３３．０％ ４２．５％ ９．５％

大阪地区 

計 ８，１３３ １０，４９１ ３３．０％ ４２．６％ ９．６％

 時間帯 平成１６年度 平成１７年度 平成１６年度 平成１７年度 前年比 
午前 １１，６０８ １６，８４５ ４９．３％ ７１．６％ ２２．３％
午後 １１，６９８ １７，０２６ ４９．７％ ７２．３％ ２２．６％
夜 １１，６１７ １６，９２２ ４９．３％ ７１．９％ ２２．６％

東京・大阪合計

計 ３４，９２３ ５０，７９３ ４９．４％ ７１．９％ ２２．５％

 

ＣＩＣアンケート結果 

 ※アンケート配布数は利用機関数（東京３３機関、大阪１１機関(うち大阪大学が３機関)） 
東京地区 回答率 13/33件( 39%) 

(満足度 100%) 
回答率は半数以下であるが、回答があった 13件につい
ては好評の回答を得ている。なお、無回答についても利

用上特段の問題は無いと認識。 
大阪地区 回答率 11/11件(100%) 

(満足度 100%) 
全ての機関より好評回答を得ている。 

 

資産見返物品
受贈額戻入

利用料収入 複写料 備品消耗品費 減価償却費 水道光熱費 委託･保守費 その他

（単位：千円）

2,120 29,932

50,831

△ 20,899

20,469 81,857 16,684

6,965 36,215

13,465

差　引
総　額 総　額

収　　　　入
内　　訳

支　　　　出
内　　訳

37,553 111,249 13,504 45,64237,689949
キャンパス・イノベー
ションセンター（東京）

124,240 288162,080

3,219
キャンパス・イノベー
ションセンター（大阪）

26,671 057,590 30,919

68,608

30,9191,171

計 150,911 288 189,738219,670 68,472

78,489
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イ．業務の廃止又は公共サービス改革法に基づく官民競争入札等の対象とすること

についての所見及び措置の概要

１．キャンパス・イノベーションセンター（ＣＩＣ）は 「知の集積拠点」とし、

て、国公私立大学等のサテライト・キャンパス、リエゾンオフィスとしての機

能や、学術の情報・交流の場となる会議・講演会等を開催するための施設とし

て、設置されたものである。

２．ＣＩＣの管理運営は、この目的が確実に遂行されるように、各種の利用室が

稼働率の高い活性化した施設として機能するために適正な利用料金設定を行

い、また、目的に沿った適切な利用が行われるよう留意し、継続的、安定的に

実施する必要があるため、その運営方針の決定等は、公的機関である国立大学

財務・経営センターにおいて行っているところである。

３．一方、管理運営業務のうち、警備、清掃、受付、保守等の業務については、

必ずしも国立大学財務・経営センターが自ら実施する必要がないことから、積

極的に民間事業者を活用し、業務を効率的に進めているところである。

４．このようなことから、既に民間開放されているものと考えている。

ウ 外部資源の活用状況

平成１７年度におけるＣＩＣの管理委託等の状況 【財源：利用料収入】

（１）ＣＩＣ東京

業務委託内容 委 託 先 委託費(円) 備 考

施設総合管理業務 ㈱ 18,497,112東京ビジネスサービス

防火管理業務 ㈱ 302,400東京ビジネスサービス

㈱ＳＲＡ 13,860,000遠隔講義システム運用業務

㈱富士通ビジネスカスタ
3,778,257遠隔講義システム保守

マーサービス統括部

清掃業務 ㈱誠和管財 7,188,147

計 43,625,916
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（２）ＣＩＣ大阪

業務委託内容 委 託 先 委託費(円) 備 考

富士ゼロックス㈱ 8,678,043運用管理業務
西日本支社等

パナソニックＳＳ
5,913,784遠隔講義ｼｽﾃﾑ運用管理業務

マーケティング㈱

パナソニックＳＳ
13,627,196遠隔講義システム保守

マーケティング㈱

警備業務 ㈱日経サービス 50,076

清掃業務 ㈱ 852,517ｼﾞｪｲｱｰﾙ西日本ﾒﾝﾃｯｸ

受変電設備その他
東宝ビル管理㈱ 2,854,761

運転・監視業務

昇降機設備保全業務 ㈱ 2,471,896シンドラーエレベータ

石川島運搬機㈱ 785,936機械式駐車場設備保全業務

㈱エリアテック 180,912消防用設備外形機器点検

日本ゴンドラ㈱ 142,609ゴンドラ設備保全業務

計 35,557,730
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キャンパス・イノベーションセンターにおけるセンター業務と外部委託の仕分けについて 

 

 

キャンパス・イノベーションセンター 

センター業務 外部委託（平成１７年度） 

○運営方針の決定 

○建物管理業務（改修などメンテナンス） 

〇入居許可及び予約等管理業務 

○利用料の請求、入金業務 

○利用促進 

［東京］ 

○施設総合管理業務 

 ・総括管理業務 

 ・受付業務 

○防火管理業務 

○遠隔講義システム運用業務 

○遠隔講義システム保守 

○清掃業務 

［大阪］ 

○運用管理業務 

○遠隔講義システム運用管理業務 

○遠隔講義システム保守 

○警備業務 

○清掃業務 

○受変電設備その他運転・監視業務 

○昇降機設備保全業務 

○機械式駐車場設備保全業務 

○消防用設備外形機器点検 

○ゴンドラ設備保全業務 

 

 




